
新型コロナウイルス感染防止のための行動指針 

 

「特別養護老人ホーム ラック」「地域密着型複合施設 りんどう」において、施設内における新型コロ

ナウイルス感染及び蔓延防止のため、以下の措置を行いますのでご理解ご協力をお願いします。 

 

〇職員等について 

① 出勤前に各自で体温を計測し、発熱が認められる（３７．５度以上をいう。以下同じ。）場合には施

設に電話連絡し、出勤をしないこと。解熱後もすぐに出勤せず、管理職の指示を仰ぐこと。管理職

から出勤許可が出て就業した場合も、体の不調を感じた場合はすぐに申し出ること。 

② 出勤前検温で平熱であった場合も、出勤後に改めて体温を計測し記録すること。発熱が無くても（３

７．５度以下であっても）風邪症状がある場合は施設に電話連絡し、管理職の指示を仰ぐこと。 

③ 基本的感染防止対策（マスク着用、手洗い・うがい、手指消毒、不要不急の外出を避ける）を各自

徹底すること。 

④ 現場で働く職員は、出勤時及び退勤時の着替えを必ず行うこと。 

⑤ 外部研修については、当面参加を見合わせること。施設内での会議は通常の対応とすること。 

⑥ 先に示したインフルエンザ対策も総合し、各自感染対策を行うこと。 

 

〇利用者様について 

① 発熱が２日続いた場合には、医師へ報告しその指示を受けること。医師の指示ある場合、「帰国者・

接触者相談センター（TEL：0584-73-1111 内線 273）に電話連絡し、指示を受けること。 

② 小規模多機能サービスにおいては、利用者様が送迎車に乗る前に、本人・家族又は職員が本人の体

温を計測し、発熱が認められる場合及び風邪症状がみられる場合はサービス利用をお断りすること。 

③ 定期の受診については、嘱託医師に相談しその指示に従うこと。また、家族の希望による受診につ

いては、緊急性を鑑みアドバイスを実施すること。 

④ 受診以外の外出、外出レクは原則禁止すること。ただし、冠婚葬祭など、本人及びご家族の強い希

望がある場合は別途協議すること。 

⑤ 訪問歯科、訪問リハビリは検温、マスク着用、手指消毒を徹底し許可すること。 

⑥ 業者については緊急性のあるもの以外は避ける。備品の納品等はできる限り玄関先で行うこととす

る。やむを得ず施設内（玄関先を除く）へ入っていただく場合は、検温、マスク着用、手指消毒を

徹底し許可すること。緊急性の判断は管理職が行うこと。また、出張理美容や外部ボランティアに

ついてはその再開時期を別途協議すること。 

⑦ 施設での面会については、原則禁止する（緊急やむを得ない場合等を除く）。緊急性等の判断は管

理職が行い、緊急時等においてもパブリックスペースへの誘導は極力避けること。 

⑧ 特養及びグループホームにおいて、3/15 まで新規入所の受け入れを見合わせること。それ以降は

状況を鑑み判断すること。 

⑨ 施設建物内の利用者様の移動や、職員付き添いでの敷地内の散歩は特に制限しない。ただし、施設

建物外から戻った時に手指消毒を徹底すること。 



 

〇その他留意事項 

① こまめな換気、湿度管理、消毒強化など施設内環境衛生に努めること。 

② 法人の行う対策について館内掲示、ホームページ等を利用し周知し理解を求めること。 

③ マスク、消毒用アルコール、ディスポグローブ等の衛生管理物品の在庫を注視し、不足を起こすこ

との無いようその使用方法を工夫すること。また在庫補充は各拠点の管理職が判断すること。 

④ 新型コロナウイルスが施設内で発生した場合については、厚生労働省通知および当法人の定める感

染症対策指針に基づき速やかな対応を行うこと。 
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